
今
年
度
、
県
内
５
箇
所
で
整

備
中
の
田
舎
暮
ら
し
体
験
住
宅

「
ふ
く
し
ま
の
家
」
。
そ
の
う

ち
の
１
箇
所
、
浜
通
り
は
い
わ

き
市
の
山
間
部
、
貝

泊
地
区
に

か
い
ど
ま
り

整
備
さ
れ
た
「
星
の
森
」
を
紹

介
し
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
山
村
体
験
や

都
市
と
の
交
流
事
業
な
ど
、
地

域
お
こ
し
活
動
に
取
組
ん
で
い

る
「
貝
泊
コ
イ
コ
イ
倶
楽
部
」

が
整
備
。
檜
や
杉
な
ど
の
福
島

県
産
の
木
材
を
使
い
、
地
元
の

大
工
さ
ん
、
設
計
士
さ
ん
な
ど

の
協
力
に
よ
り
建
築
し
ま
し
た
。

外
構
の
石
敷
き
な
ど
は
地
域
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
協
力
し

て
お
り
、
地
域
の
方
々
の
想
い

が
詰
ま
っ
た
、
木
の
香
り
あ
ふ

れ
る
住
宅
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
、
庭
に
池
も
整
備
さ
れ
る
予

定
と
の
こ
と
で
す
。

貝
泊
は
こ
ん
な
地
域

毎
週
日
曜
日
に
営
業
す
る
農

産
物
直
売
所
「
山
ぼ
う
し
の
家
」
、

五
つ
の
体
験
ゾ
ー
ン
か
ら
な
る
、

森
林
体
験
の
森
「
山
ぼ
う
し
の

森
」
、
Ｉ
タ
ー
ン
の
方
が
開
設

し
た
「
風
の
谷
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

フ
ァ
ー
ム
」
、
美
味
し
い
名
水

「
耕
土
の
清
水
」
な
ど
、
自
然

こ
う
ど

を
生
か
し
た
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
「
貝
泊
コ
イ
コ
イ
倶

楽
部
」
で
主
催
す
る
稲
作
体
験

な
ど
、
季
節
に
応
じ
た
各
種
体

験
も
可
能
。
「
星
の
森
」
は
、

そ
う
い
っ
た
体
験
事
業
で
地
域

の
方
と
交
流
を
深
め
た
い
方
、

ま
た
、
田
舎
暮
ら
し
を
真
剣
に

考
え
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
施
設
で
す
。

1
「貝泊コイコイ倶楽部」電話0246-68-3354（蛭田一事務局長）
お問い合わせ時間は19:00～22:00頃にお願いします。（不在の場合もあります）

平成２2年(2010年) 3月2日発行

会 報 第１２ 号

いわき市貝泊「星の森」 ふくしまの家

〈ベガ棟 3ＬＤＫ〉
家族やグループなど

〈アルタイル棟 1ＤＫ〉
単身の方や、ご夫婦＋子ども

などの小家族など

期間は１日～１週間程度
（ご相談に応じます。詳しくは
お問い合わせください。）

予約・お問い合わせは
貝泊コイコイ倶楽部「星の森・
ふくしまの家事務局」
電話：0246-68-3145
メール:kaze@peace.ocn.ne.jp
http://hoshinomori-fukushima
noie.kaidomari.net/
メールでの御予約はお名前・住
所・連絡先・希望日・人数をお
知らせ下さい。折り返し御連絡
いたします。電話予約も可。

①足場が外され、完成間近のベガ棟（奥）とアルタイル棟（手前）。
（２月２１日撮影）

②ベガ棟内観。軸組工法による「木組みの家」です。吹抜けをもった総２階建て。
通し柱を多く使用し、最小の材料で立体を組むことを考え計画。
（設計：檜山延雄＋まちづくり工房、施工：蛭田建築）
外見は小さく、中はたっぷりとした空間になっています。

③「貝泊コイコイ倶楽部」事務局長の蛭田一さん。
移住コンシェルジュとして、貝泊に田舎暮らしを希望する方の相談に応じている
ほか、各種体験事業に携わります。

④「星の森」の敷地にある看板。手作りのあたたかさを感じます。
（①②写真提供：まちづくり工房）

利 用 情 報
今年４月から利用開始！

②

③

④
①



大
堀
相
馬
焼
の
歴
史

「
大
堀
相
馬
焼
」
は
、
福
島

県
浜
通
り
地
方
の
「
浪
江
町
大

堀
地
区
」
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

約
３
２
０
年
前
に
相
馬
藩
士
半は

ん

谷

仁
佐
衛
門
の
下
僕

が
い「

左
馬
（
さ
ま
）
」
が

相
馬
藩
で
技
法
を
学
び
、

こ
の
地
に
持
ち
帰
っ
た

こ
と
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
、
焼
き
物
に
使
う
土

が
近
く
の
「
美
森
山

（
う
つ
く
し
も
り
や
ま
）
」

で
発
見
で
き
た
こ
と
で
、

こ
の
地
区
を
中
心
に
発

展
を
続
け
て
き
て
い
ま

す
。
窯
元
は
江
戸
末
期

の
最
盛
期
に
は
１
０
０

軒
以
上
ま
で
増
え
た
も

の
の
、
明
治
時
代
に
大

き
く
減
少
、
現
在
は
25

軒
の
窯
元
で
製
造
を
続

け
て
い
ま
す
。

大
堀
相
馬
焼
の

三
大
特
徴

大
堀
相
馬
焼
に
は
、
他
の
焼

き
物
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

１

青
ヒ
ビ

通
常
の
焼
き
物
で
行
わ
れ
る

「
酸
化
」
と
は
異
な
り
、
鉄
分

を
含
ん
だ
釉
薬
を
用
い
た
「
還

元
炎
」
と
し
て
焼
く
た
め
に
青

み
が
か
っ
た
鈍
色
の
器
の
表
面

に
ヒ
ビ
が
入
り
ま
す
。
こ
の
ヒ

ビ
に
墨
を
落
と
し
、
ヒ
ビ
を
際

立
た
せ
る
手
法
で
、
一
つ
と
し

て
同
じ
ヒ
ビ
が
入
る
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。

２

走
り
駒

藩
主
相
馬
一
族
の
家
紋
か
ら

「
繋
ぎ
駒
」
「
走
り
駒
」
が
意

匠
と
な
っ
て
い
ま
す
。
相
馬
藩

の
神
馬
と
も
言
わ
れ
、
青
ヒ
ビ

に
疾
走
す
る
馬
の
絵
が
映
え
ま

す
。

３

二
重
焼

大
き
さ
の
異
な
る
２
つ
の
器

を
重
ね
合
わ
せ
焼
き
上
げ
る
手

法
で
、
熱
い
お
湯
を
入
れ
て
も

持
つ
こ
と
が
で
き
、
入
れ
た
お

湯
が
冷
め
に
く
い
と
い
う
利
点

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
三
大
特
徴
に
つ
い
て
、

大
堀
相
馬
焼
協
同
組
合
の
半
谷

は
ん
が
い

理
事
長
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

「
浪
江
町
大
堀
地
区
の
土
が
良

質
で
あ
っ
た
こ
と
で
、
他
の
地

域
の
焼
き
物
に
比
べ
て
器
の
厚

み
を
薄
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
二
重
焼
が

生
ま
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
」
他
の
焼
き
物
に
は
見
ら

れ
な
い
特
徴
で
す
の
で
、
是
非

お
手
に
と
っ
て
そ
の
技
法
を
体

験
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
二
重
焼
の
大
き
な
器
か
ら
、

小
さ
な
器
の
見
え
る
の
ぞ
き
窓

が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
形

が
桜
の
花
び
ら
の

形
に
な
っ
て
い
ま

す
。
」
見
せ
て
い

た
だ
く
と
、
器
が

花
び
ら
型
に
く
り

ぬ
か
れ
て
い
ま
す
。

「
こ
れ
が
、
輸
出

先
の
ア
メ
リ
カ
で
〝
ハ
ー
ト
〟

と
受
け
と
ら
れ
、
人
気
を
博
し

ま
し
た
。
」
盲
目
の
ピ
ア
ニ
ス

ト
辻
井
伸
行
さ
ん
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
に
も
置
か
れ
て
い
た
よ

う
で
、
先
ご
ろ
放
送
さ
れ
た
Ｔ

Ｖ
番
組
で
、
若
き
辻
井
さ
ん
が

楽
し
そ
う
に
大
堀
相
馬
焼
を
手

に
取
る
姿
を
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

2

ふくしま

国
の
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
大
堀
相
馬
焼
」
。

お
お
ぼ
り
そ
う
ま
や
き

独
創
的
な
そ
の
フ
ォ
ル
ム
に
は
長
い
歴
史
に
基
づ
く
伝
統
が
息
づ
き
、

今
で
も
多
く
の
人
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
大
堀
相
馬
焼
の
魅
力
に
迫
り
ま
す
。

味わいのあるお猪口と湯のみ

今
回
お
話
を
伺
っ
た
、
大
堀
相
馬
焼
協

同
組
合
の
半
谷
（
は
ん
が
い
）
理
事
長

登
り
窯

大
堀
相
馬
焼



大
堀
相
馬
焼
の
祭
典

「
大
せ
と
ま
つ
り
」

毎
年
５
月
１
日
～
５
日
の
期

間
で
行
わ
れ
る
年
１
回
の
「
大
」

展
示
即
売
会
。
昨
年
は
５
日
間

で
の
べ
３
万
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

目
玉
は
、
な
ん
と
言
っ
て
も
通

常
価
格
の
２
割
か
ら
５
割
引
の

大
堀
相
馬
焼
の
数
々
、
窯
元
は

こ
の
日
に
新
作
を
用
意
し
お
客

様
を
お
迎
え
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

楽
し
め
る
出
店
も
並
び
ま
す
。

駐
車
場
も
用
意
さ
れ
、
３
日
～

５
日
の
３
日
間
は
Ｊ
Ｒ
常
磐
線

浪
江
駅
か
ら
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

連
休
の
ご
予
定
に
是
非
ご
一
考

を
。

大
堀
相
馬
焼
の

普
及
と
今
後

地
元
の
小
学
生
を
中
心
に
、

焼
き
物
に
触
れ
る
機
会
を
提
供

し
、
大
堀
相
馬
焼
の
普
及
啓
発

を
進
め
て
い
る
協
同
組
合
。
地

元
小
学
校
で
は
卒
業
記
念
に
大

堀
相
馬
焼
を
作
成
、
秋
に
登
り

窯
で
焼
き
上
げ
る
そ
う
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
中
か
ら
将
来
の

大
堀
相
馬
焼
を
受
け
継
ぐ
窯
元

が
誕
生
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窯
元
も
、

従
来
の
大
堀
相
馬
焼
に
と
ら
わ

れ
な
い
新
し
い
カ
ラ
ー
を
出
し

て
い
ま
す
。
伝
統
に
裏
打
ち
さ

れ
た
新
た
な
大
堀
相
馬
焼
も
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

職
人
の
心
が
こ
も
っ
た
大
堀

相
馬
焼
。
青
ヒ
ビ
の
入
る
時
に

発
生
す
る
「
ピ
ー
ン
」
と
い
う

貫
入
音
が
澄
み
切
っ
た
心
地
よ

い
音
色
で
今
日
も
浜
通
り
の
小

さ
な
町
に
鳴
り
響
き
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

大
堀
相
馬
焼
の
湯
の
み
を
ペ

ア
で
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
今
は
、
ま
だ
完
成
し
て

い
な
い
湯
の
み
で
、
こ
れ
か
ら

「
墨
入
れ
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

写
真
（
８
ペ
ー
ジ
）
の
湯
の
み

に
ど
の
よ
う
に
青
ヒ
ビ
が
入
る

の
か
、
乞
う
ご
期
待
！

3
東京駅近くの「福島県八重洲観光交流館」でも大堀相馬焼を販売しています。今年７月には、たくさんの大堀相馬焼がお目見え予

定です。≪詳しくは次号（ファンクラブ会報１３号）同封のチラシをご覧ください。≫

何事も馬九行久（うまくいく）

「なみえ焼そば」

極太麺、もやし、豚肉、うまみたっぷり濃厚ソー

スで統一された浪江名物「なみえ焼そば」。普

及拡大のため「浪江焼麺太国（なみえやきそば

たいこく）」（詳しくは http://namie-yakisob

a.com/）が建国されており、町内各所で味わう

ことができます。器は、本文でも取り上げた

「大堀相馬焼」。運気の良くなる九頭の馬が描

かれ、目でも舌でも楽しむことができます。

日本一海に近い酒蔵「鈴木酒造店」

天保年間創業の歴史ある酒蔵。太平洋眼前

に迫る正真正銘「日本一海に近い酒蔵」。

当然、漁業とのつながりも深く、大漁の祝

い酒として生活の中に息づいています。

株式会社 鈴木酒造店

双葉郡浪江町請戸東向10

ＴＥＬ：0240-35-2337

陶芸の杜おおぼりでは陶芸教室を実施しています。

「手びねり」「絵付け」とも５名様以上で要予約。オリジナルの大堀相馬焼にチャレンジ

してみてはいかがでしょうか。（手びねり体験500g1,260円）

双葉郡浪江町大字大堀字大堀37 TEL 0240-35-4917

浪江町観光情報
～大堀相馬焼のふるさと浪江町の観光スポットをご紹介～

写真は「中国料理 長寿」（浪江駅前徒歩３分）



通
称
『
北
越
潜
行
の
詩
』
と

呼
ば
れ
る
漢
詩
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
会
津
藩
の
公
用
方
で
あ

り
、
戊
辰
戦
争
の
終
結
、
敗
戦

後
の
処
理
の
た
め
に
力
を
注
い

だ
秋
月
悌
次
郎
と
い
う
人
が
詠

ん
だ
希
代
の
絶
唱
で
す
。
こ
の

詩
に
込
め
ら
れ
た
想
い
は
今
で

も
多
く
の
人
の
心
を
揺
さ
ぶ
っ

て
い
ま
す
。

今
回
は
県
認
定
ツ
ー
リ
ズ
ム

ガ
イ
ド
の
袰
岩
徳
三
さ
ん
の
協

ほ
ろ
い
わ
と
く
ぞ
う

力
の
も
と
、
こ
の
詩
の
作
者
、

秋
月
悌
次
郎
（
胤
永
）
を
ご
紹

あ
き
づ
き
て
い
じ
ろ
う

か
ず
ひ
さ

介
し
ま
す
。

日
本
一
の
学
生

秋
月
悌
次
郎
は
、
１
８
２
４

年
（
文
政
７
年
）
会
津
藩
士
の

子
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
10

歳
の
時
会
津
藩
校
日
新
館
に
入

学
し
ま
し
た
が
、
成
績
優
秀
に

よ
り
藩
に
選
ば
れ
て
江
戸
に
上

り
23
歳
で
幕
府
の
昌
平
坂
学
問

所
に
入
り
ま
し
た
。
学
友
に
よ

れ
ば
、
寝
て
い
る
姿
を
見
た
こ

と
が
な
い
ほ
ど
の
猛
烈
な
勉
強

ぶ
り
で
、
日
本
一
の
学
生
（
全

国
一
の
学
生
）
と
言
わ
れ
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。

昌
平
坂
学
問
所
を
出
た
後
、

藩
命
に
よ
り
全
国
遊
学
の
旅
に

出
て
、
長
州
や
薩
摩
藩

な
ど
を
視
察
す
る
と
と

も
に
多
く
の
人
と
交
流

を
持
ち
ま
し
た
が
、
後

に
、
悌
次
郎
や
会
津
藩

に
と
っ
て
も
大
き
な
存

在

と

な

る

長

州

藩

の

奥

平
謙
輔
（
※
１
）
と

お
く
だ
い
ら
け
ん
す
け

も
こ
の
旅
で
出
会
い
ま

し
た
。

京
都
守
護
職
の
公
用
人

京
都
で
は
安
政
の
５
カ
国
条

約
を
勅
許
が
な
い
ま
ま
締
結
し

開
国
に
踏
み
切
っ
た
幕
府
を
倒

し
、
外
国
を
排
除
し
よ
う
と
す

る
者
ら
に
よ
る
天
誅
事
件
な
ど

が
相
次
い
で
い
ま
し
た
。
幕
府

は
治
安
維
持
の
た
め
、
桜
田
門

外
の
変
（
※
２
）
後
、
悪
化
し

て
い
た
幕
府
と
水
戸
藩
の
関
係

修
復
に
貢
献
し
、
将
軍
の
信
頼

が
厚
か
っ
た
会
津
藩
主
松
平

容
保
に
１
８
６
２
年
（
文
久
２

か
た
も
り

年
）
京
都
守
護
職
を
命
じ
ま
し

た
。
悌
次
郎
は
容
保
の
公
用
人

に
登
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
特
に

薩
摩
藩
と
の
連
携
に
よ
り
、
討

幕
派
の
長
州
藩
を
都
か
ら
排
除

し
た
１
８
６
３
年
（
文
久
３
年
）
、

八
月
十
八
日
の
政
変
で
の
活
躍

に
よ
っ
て
有
名
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
一
方
で
は
藩
内
で
の
嫉

妬
を
買
い
、
翌
年
北
海
道
斜
里

に
左
遷
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

北
越
潜
行
の
詩

悌
次
郎
が
斜
里
に
い
る
間
、

薩
長
同
盟
の
成
立
な
ど
に
よ
り

討
幕
勢
力
と
幕
府
の
勢
力
は
次

第
に
逆
転
し
て
い
き
ま
し
た
。

１
８
６
７
年
（
慶
應
３
年
）
、

悌
次
郎
は
藩
に
呼
び
戻
さ
れ
京

都
に
復
帰
し
ま
し
た
が
、
幕
府

側
も
会
津
藩
も
形
勢
を
逆
転
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

悌
次
郎
は
戊
辰
戦
争
の
幕
引
き

の
た
め
の
交
渉
な
ど
に
あ
た
り

ま
し
た
が
、
戦
争
終
結
後
は
戦

後
処
理
の
た
め
に
裏
方
と
し
て

奔
走
し
て
い
ま
す
。
謹
慎
を
命

じ
ら
れ
て
い
た
猪
苗
代
か
ら
僧

侶
に
変
装
し
て
抜
け
出
し
、
越

後
に
い
た
長
州
藩
の
参
謀
奥
平

謙
輔
に
会
い
、
藩
主
父
子
の
助

命
と
、
会
津
の
有
望
な
少
年

（
※
３
）
の
引
受
け
と
教
育
を

嘆
願
し
た
の
で
し
た
。
そ
の
帰

途

、

旧

越

後

街

道

に

あ

る

束
松
峠
か
ら
、
戦
火
で
荒
れ
た

た
ば
ね
ま
つ
と
う
げ

会
津
盆
地
を
眺
め
な
が
ら
詠
ん

だ
七
言
絶
句
が
『
北
越
潜
行
の

詩
』
で
す
。
国
が
荒
れ
て
し
ま
っ

た
悲
し
み
、
君
主
や
肉
親
へ
の

思
い
な
ど
が
初
冬
の
情
景
と
重

ね
て
詠
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

神
の
よ
う
な
人

越
後
か
ら
戻
っ
た
後
、
終
身

禁
固
刑
を
受
け
獄
舎
を
転
々
と

し
ま
し
た
が
、
１
８
７
２
年

（
明
治
５
年
）
特
赦
を
受
け
会

津
に
帰
り
ま
し
た
。
そ
の
後
上

京
し
教
職
に
つ
い
て
い
ま
し
た

が
、
１
８
８
９
年
（
明
治
23
年
）
、

66
歳
で
熊
本
の
第
五
高
等
中
学

校
教
諭
と
な
り
ま
し
た
。
当
時

の
同
僚
、
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
（
小
泉
八
雲
）
は
、
教
え
子

た
ち
か
ら
好
か
れ
、
い
つ
も
柔

和
な
悌
次
郎
を
「
神
の
よ
う
な

人
」
と
評
し
て
い
ま
す
。
数
多

の
艱
難
辛
苦
を
乗
り
越
え
た
悌

次
郎
の
晩
年
は
、
優
し
さ
と
温

か
さ
に
包
ま
れ
て
い
た
よ
う
で

す
。

4

識

ふ
く
し
ま
を
し
る

※１ 奥平謙輔（1841～1876）
長州藩士。明治維新後、重職
に就くも新政府のやり方に反
発、1876年（明治9年）前原
一誠とともに萩の乱を起こす。
捉えられ死刑となったが、辞
世の詩として、『北越潜行の
詩』をモチーフにした七言絶
句を残している。

※２ 桜田門外の変（1860：
安政7年）
幕府の大老井伊直弼を、水戸
藩を脱藩した浪士たちが江戸
城桜田門外で斬りつけ殺害し
た事件。

※３ 有望な少年
奥平謙輔は秋月悌次郎の願い
を聞き入れ、３人の青年を書
生として預かった。うち１人
は勉強が嫌になり脱走したが、
２人の青年はその後大成して
いる。一人は後の陸軍大佐小
川亮であり、もう一人が後の
東京帝国大学総長の山川健次
郎である。

ふ
く
し
ま
歴
史
探
訪

秋
月
悌
次
郎
（
胤
永
）
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秋月悌次郎ゆかりの地めぐり
福島県認定ツーリズムガイド（※）の
袰岩徳三(ほろいわ とくぞう)さんとゆかりの地を歩いてみました。

岩手県生まれ。裏磐梯エコガイドの会の

会長として裏磐梯地域の自然ガイドを行う

傍ら、会津若松市を中心とした歴史資源を

巡るガイドを行っています。

問：0242-26-2390（TEL/FAX）

※福島県認定ツーリズムガイド：一定のキャリアを持ち、一定の研修を受けたガイドの方のなかで、福島県ツーリズムガイド連絡

協議会が行う認定試験に合格したガイド。現在自然系ガイドを中心に85名が活躍しています。

財団法人白虎隊記念館

会津若松市一箕町飯盛山

電話 0242-24-9170

会津武家屋敷

会津若松市東山町大字石山字院内１番地

電話 0242-28-2525

秋月悌次郎に関する
資料を見るには

（直筆の書などがあります）甲賀町通り（会津若松市）

家老西郷頼母（さいごうたのも）邸と内藤介右衛門（ないとうすけえも

ん）邸の間の一画で、戊辰戦争の会津藩降伏式が行われた。戦争終結の

交渉に奔走した悌次郎は、この降伏式に立ち会い、式で使われた緋毛氈

の断片を藩士たちに配ったと言われています。

袰■□ 北越潜行の詩碑（会津若松市） □■

■
□

束
松
峠
（た
ば
ね
ま
つ
と
う
げ
）（会
津
坂
下
町
）

□
■

春
か
ら
秋
の
間
は
徒
歩
で
旧
越
後
街
道
を
束
松
峠
ま
で
登
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

北
越
潜
行
の
詩
は
峠
の
茶
屋
付
近
で
詠
ま
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

袰岩さん

有
故
潜
行
北
越
帰
途
所
得

行
無
輿
兮
帰
無
家

国
破
孤
城
乱
雀
鴉

治
不
奏
功
戦
無
略

微
臣
有
罪
復
何
嗟

聞
説
天
皇
元
聖
明

我
公
貫
日
発
至
誠

恩
賜
赦
書
応
非
遠

幾
度
額
手
望
京
城

思
之
思
之
夕
達
晨

愁
満
胸
臆
涙
沾
巾

風
淅
瀝
兮
雲
惨
澹

何
地
置
君
又
置
親

行
く
に
輿
無
く

帰
る
に
家
無
し

国
破
れ

孤
城
雀
鴉
乱
る

治
は
功
を
奏
せ
ず

戦
は
略
無
し

微
臣
罪
あ
り

復
た
何
を
か
嗟
か
ん

聞
く
な
ら
く

天
皇
元
よ
り
聖
明

我
公
貫
日

至
誠
に
発
す

恩
賜
の
赦
書
応
に
遠
き
に
非
ざ
る
べ
し

幾
度
か
手
を
額
に
し
て
京
城
を
望
む

之
を
思
い
之
を
思
う
て
夕
晨
に
達
す

愁
胸
臆
に
満
ち
て
涙
巾
を
沾
す

風
は
淅
瀝
と
し
て

雲
惨
澹
た
り

何
れ
の
地
に
君
を
置
き
又
親
を
置
か
ん

鶴ヶ城の三の丸にある。

平成二年に建立。

参
考
文
献
：
『秋
月
悌
次
郎
詩
碑
建
立
記
念
碑
』（秋
月
悌
次
郎
詩
碑
建
立
委
員
会
）、
『秋
月
悌
次
郎
老
日
本
の
面
影
』（松
本
健
一
著
：
勁
草
書
房
発
売
・辺
境
社
発
行
）、
『落
花
は
枝
に
還
ら
ず
と
も
（上
・下
）』（中
村
彰
彦
著
：
中
公
文
庫
）

取
材
協
力
：
株
式
会
社
素
対
館
（会
津
武
家
屋
敷
）、
財
団
法
人
白
虎
隊
記
念
館
、
秋
月
悌
次
郎
顕
彰
会
、
袰
岩
徳
三
氏
（福
島
県
認
定
ツ
ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
）

袰■□ 鶴ヶ城北出丸近く（会津若松市） □■



移
住
に
至
る
ま
で

山
田
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
横

須
賀
市
出
身
。
日
本
で
最
初
に

で
き
た
ガ
ラ
ス
工
芸
を
教
え
る

専
門
学
校
「
東
京
ガ
ラ
ス
工
芸

研
究
所
」
を
卒
業
後
、
ス
テ
ン

ド
グ
ラ
ス
制
作
の
会
社
に
就
職
。

作
品
の
取
り
付
け
な
ど
で
全
国

各
地
を
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、

三
春
町
の
小
学
校
を
訪
れ
た
際
、

子
供
た
ち
の
純
粋
さ
が
新
鮮
に

見
え
、
自
然
が
残
る
こ
の
地
域

に
住
み
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
町
役
場
に
相
談
。
滝
桜
近

く
の
養
蚕
農
家
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
、
蚕
小
屋
を
改
修

し
て
２
階
を
ア
ト
リ
エ
と
し
、

三
春
町
で
の
生
活
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
作
品

山
田
さ
ん
は
、
福
島
県
内
で

は
地
元
三
春
町
の
小
学
校
、
県

立
図
書
館
、
金
山
町
の
妖
精
美

術
館
の
ほ
か
、
ホ
テ
ル
や
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
か
ら
も
依
頼
が
あ

り
、
制
作
、
取
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
内
だ
け
で
な

く
、
北
海
道
小
樽
市
の
倉
庫
に

取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
作
品
に

も
関
わ
ら
れ
た
ほ
か
、
青
森
県

八
戸
市
、
石
川
県
、
東
大
阪
市

立
図
書
館
や
、
南
は
長
崎
県
の

遠
藤
周
作
記
念
館
な
ど
、
依
頼

が
あ
れ
ば
全
国
各
地
に
作
品
を

納
入
し
、
修
復
も
行
っ
て
い
ま

す
。
も
し
か
し
た
ら
、
皆
さ
ん

の
お
近
く
で
山
田
さ
ん
の
作
品

に
出
会
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ガ
ラ
ス
を
楽
し
む

作
品
の
制
作
の
ほ
か
、
教
室

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ガ
ラ

ス
を
正
確
に
切
る
練
習
か
ら
始

ま
り
、
２
作
目
か
ら
は
生
徒
さ

ん
の
自
由
な
発
想
に
任
せ
、
自

宅
用
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
や
ラ

ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
る
方
も
い

る
と
の
こ
と
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
、
県
内
の
公
民
館
な
ど
に
出

向
い
て
小
学
生
や
父
兄
な
ど
を

対
象
に
、
体
験
学
習
で
ペ
ン
ダ

ン
ト
や
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
な
ど
の

製
作
を
教
え
た
り
も
し
て
い
ま

す
。
「
ガ
ラ
ス
の
特
性
な
ど
を

知
れ
ば
、
ガ
ラ
ス
を
身
近
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
」
と

山
田
さ
ん
は
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

予
算
や
日
時
な
ど
、
御
相
談

に
応
じ
ま
す
と
の
こ
と
で
す
。

地
域
に
暮
ら
す

地
元
の
ガ
ラ
ス
屋
さ
ん
が
閉

店
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

近
所
の
人
な
ど
か
ら
依
頼
が
あ

れ
ば
窓
ガ
ラ
ス
の
修
理
な
ど
も

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す

ま
た
、
山
田
さ
ん
は
、
桜
の

開
花
シ
ー
ズ
ン
に
合
わ
せ
、
滝

桜
を
見
に
訪
れ
る
お
客
さ
ん
の

た
め
に
、
工
房
を
臨
時
の
シ
ョ
ッ

プ
に
変
身
さ
せ
作
品
を
展
示
販

売
す
る
と
と
も
に
、
豆
か
ら
挽

い
た
コ
ー
ヒ
ー
や
甘
酒
を
販
売

し
て
お
り
、
地
域
を
盛
り
上
げ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
、
山
田
さ

ん
の
作
品
と
、
滝
桜
を
見
に
三

春
町
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

6

Reason to Live in Fukushima
ふくしま に 住む

梅・桃・桜が一度に咲き競うことから名付けられたという「三

春町」。国の天然記念物で、樹齢千年以上を誇る有名な「三春滝

桜」は、開花のシーズンには多くの方が訪れます。そんな滝桜の

近くに平成７年に移住され、ステンドグラス制作をされている山

田郁夫（やまだいくお）さんをご紹介します。

三春町立中郷小学校に設置された作品。

デザインは当時の児童さんが考えた。

日曜～土曜を表し、1週間明るく元気で生活

できるようにという願いが込められている。

山
田
郁
夫
さ
ん

藤
田
喬
平
美
術
館
（
宮
城
県
松
島
町
）
の

作
品
展
に
出
品
し
た
作
品

東北６県のガラス作家展に出品した
「ゆり」をテーマにした作品



第
４
回
目
は
、
北
海

道
の
地
で
「
あ
っ
た
か

ふ
く
し
ま
観
光
交
流
大

使
」
と
し
て
福
島
県
の

Ｐ
Ｒ
を
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
伊
藤
靖
子
さ
ん

に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
ご
出
身
は
福
島
県
で
す
か
。

は
い
。
両
親
は
ふ
た
り
と
も

北
海
道
の
出
身
で
す
が
、
私
は

高
校
卒
業
ま
で
郡
山
市
で
育
ち

ま
し
た
。
大
学
進
学
を
機
に
札

幌
に
来
た
の
で
す
が
、
そ
の
ま

ま
札
幌
で
就
職
す
る
こ
と
と
な

り
、
現
在
も
北
海
道
朝
日
広
告

社
と
い
う
広
告
会
社
で
働
い
て

い
ま
す
。

―
あ
っ
た
か
ふ
く
し
ま
観
光

交
流
大
使
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
。数

年
前
に
仕
事
の
関
係
も
あ
っ

て
、
県
の
北
海
道
事
務
所
を
訪

ね
た
際
、
福
島
県
の
Ｐ
Ｒ
を
し

た
い
と
い
う
話
を
熱
く
語
っ
た

と
こ
ろ
、
福
島
県
と
北
海
道
の

方
の
交
流
の
橋
渡
し
役
を
担
う
、

「
ふ
く
し
ま
フ
レ
ン
ド
」
に
お

誘
い
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
ふ

く
し
ま
フ
レ
ン
ド
」
は
昨
年
度

で
終
了
し
た
の
で
す
が
、
今
度

は
や
は
り
北
海
道
事
務
所
さ
ん

か
ら
あ
っ
た
か
ふ
く
し
ま
観
光

交
流
大
使
の
話
を
い
た
だ
き
、

引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
に
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

―
北
海
道
か
ら
見
た
福
島
県

の
魅
力
は
？

福
島
県
も
広
い
で
す
が
、
北

海
道
か
ら
み
れ
ば
、
コ
ン
パ
ク

ト
な
地
域
に
海
、
山
、
温
泉
、

果
物
そ
し
て
北
海
道
よ
り
遙
か

に
豊
富
な
歴
史
資
源
が
あ
り
ま

す
。
２
泊
か
３
泊
福
島
県
に
旅

行
す
れ
ば
、
本
当
に
い
ろ
い
ろ

な
も
の
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

―
今
後
こ
ん
な
Ｐ
Ｒ
し
た
い

と
い
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

北
海
道
に
は
ま
だ
、
福
島
県

に
つ
い
て
あ
ま
り
よ
く
知
ら
な

い
人
が
多
く
、
飛
行
機
に
乗
っ

て
本
当
に
短
時
間
で
行
く
こ
と

が
で
き
る
こ
と
も
知
ら
な
い
方

も
ま
だ
多
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
機
会
を
と
ら
え
て
福
島
県
の

魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
一

人
で
も
多
く
の
方
に
訪
ね
て
い

た
だ
け
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で

す
。
福
島
県
の
方
に
も
、
北
海

道
に
遊
び
に
来
て
ほ
し
い
で
す

ね
。北

海
道
人
、
福
島
県
人
両
方

の
視
点
を
お
持
ち
の
伊
藤
さ
ん
。

「
福
島
県
は
い
ろ
い
ろ
な
魅
力

が
コ
ン
パ
ク
ト
に
詰
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
」
と
い
う
言
葉
が
本

当
に
印
象
的
で
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
福
島
県
の
Ｐ
Ｒ
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

7

ファンクラブ

会員紹介コーナー

山田さんのアトリエ＆滝桜情報
アトリエ デコ 住所：田村郡三春町大字滝字桜久保１１０

電話：0247-62-8210 ホームページ：http://www.atelier-deco.com/

※このファンクラブ会報１２号を持参された方に、甘酒又はコーヒーをお１人１杯サービス！！

（平成２２年 花見シーズンの期間限定。アトリエの営業時間内に限ります。（時期により異なります））

※なお、滝桜については、平成２２年４月から、観桜料（1日1人あたり３００円・中学生以下無料）を御負担いただくこととなり

ました。（駐車料金は無料、協力金は廃止となります。）。観桜期間は、４月上旬から下旬の予定です。観桜料、開花時期

等については、三春町観光協会（電話0247-62-3690）へ問合せいただくか、三春町のホームページ

（http://www.town.miharu.fukushima.jp/）を御覧ください。

真摯に語ってくださっ
た伊藤さん

山田さんの作品「おやすみライト」。

山田さんのアトリエは滝桜から少し下ったところにあ
ります。大駐車場から歩いて約１００ｍ左側です。

北海道事務所の職員と

北海道事務所の担当者と話す
伊藤さん
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ふ
く
し
ま
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ァ
ン
ク
ラ
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務
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〒
９
６
０-

８
６
７
０
福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２-

16

福
島
県
観
光
交
流
局
観
光
交
流
課

電
話

０
２
４-

５
２
１-

７
２
８
７

http://w
w
w
.pref.fukushim

a.jp/fui/

ファンクラブ
インフォメーション

ふくしまのすてきなもん
プレゼント

応募された方の中から抽選で
①大堀相馬焼の湯のみ（３ページ参照）をペアで５名様に、
②山田郁夫さん（６ページ参照）がワインボトルで作った
お皿を５名様にプレゼント！

ボ
ト
ル
皿

（
イ
メ
ー
ジ
）

応募方法 はがきに郵便番号、住所、氏名、

電話番号、会員番号、御希望の品
（湯のみもしくはボトル皿のどち

らか一方）、今回の会報の感想な
どを明記し、下記のあて先へお送

りください。

応募締切 ３月２６日（金）必着
あて先 〒960-8670

福島県福島市杉妻町2-16
福島県観光交流課 ふくしまファ

ンクラブ「プレゼント」係
＊当選者の発表は賞品の発送に代えさせていだだ
きます。お預かりした個人情報は、賞品の発送な
どファンクラブに関する事務以外に使用すること
はありません。福島県個人情報保護条例に基づき、
個人情報の目的外利用はいたしません。

ふるさと福島大交流フェア
へのご来場ありがとうございました。

昨年12月、東京・池袋のサンシャインシティで「ふるさと福島大交流フェ

ア」を開催しました。このフェアは、首都圏の皆様に福島県の魅力をＰ

Ｒするために開催しているもので、今回で３回目となります。

フェアでは、伝統工芸を直に体験できるコーナーや、ふくしまのおい

しい食べものを扱うコーナーに多くのブースが出展し賑わいました。特

設ステージでは、フラダンスショーや金管アンサンブルの演奏など多

彩なイベントが行われ、来場者に楽しんでいただくとともに、俳優菅原

文太さんと佐藤雄平知事のトークショーが行われ、菅原さんからは、

「福島県は面白い人、骨のある人が多い」というお話がありました。

皆様が「ふくしまファンクラブ」に入

会された後、後日、ファンクラブ会員証

と会員規約、協賛店一覧などをお送り

しておりますが、現在のところ、会員規

約第６条では、有効期間が平成２２年３

月３１日までになっております。

このたび、会員規約を改正し、会員

証の有効期間を平成２４年３月３１日ま

でとすることといたしました。現在の会

員証は引き続きご使用になれますので、

ご活用ください。

また、ファンクラブ協賛店には、順次

ステッカーを店内に設置していただく

こととしております。

さらに、転勤や異動の季節になって

まいりますが、お引っ越しをされました

ら、事務局へのご連絡も忘れずにお願

いいたします。会報をお送りしても

返送されるケースが増えており

ます。御協力よろしくお願

いいたします。

ふくしまファンクラブ

会員規約改正のお知らせ

（会員証有効期間の延長）

湯
の
み
（
写
真
は

墨
入
れ
前
の
も
の
）

お知らせ
関西のふるさと暮らし相談窓口 ふるさと暮らし情報センター（大阪）が

移転します。福島県のふるさと暮らしに関する資料も設置しておりますの
で、お近くの方でふるさと暮らしを検討されている方、ぜひ御利用ください。
〈現所在地〉大阪府大阪市北区梅田１丁目３－１－４００

大阪駅前第1ビル４階

電話：06-6459-7761 ＦＡＸ：06-6459-7759（３／２７まで）

〈新所在地〉大阪府大阪市中央区本町橋２番３１号

シティプラザ大阪内１階

電話：06-4790-3000 ＦＡＸ：06-4790-3111（４／１から）


